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論 文 内 容 の 要 旨
第1章 氏姓時代地方制度の諸問題
第1節 初期大和国家と県主制



























(2国造の分布 と系譜)東方の分布範囲が限 られていた県主 に比べ、国造 の分布は陸奥から薩





の場合に系譜結合 の場合の媒介 となつたのは、その国造たちを支配下に組み こむ際に中央勢力の
指揮司令官として赴いて来て、最初に国造豪族に接触 した皇族将軍や中央の臣連豪貴族達であっ
たとみられる。













化 や国造 の分 布と系譜などから考察するとき、殆んど坂東と差のない形で中央勢力支配範囲と
なつていた南部と、朝貢的服属の段階であつたその北に連る中部、さらに疎遠のその北部という
実態であつたことがわかる。従来注目されて来た丈部 ・大伴部 ・吉弥侯部などの外に、五百木部
・日下部 ・八田部 ・刑部 ・三枝部 ・春日部など設置期の知られる五世紀前後の部や、占部 ・大田












(2改新後の国司と国制の整備)国 造が評造 に切換えられた後、国造 ・評造の上に置かれた東
国々司ら総領と称された地方官は、評造が令制郡司に整つて行 く上に位置し、整然たる令制地方
官の国司になって行 く。











(2郡司層土豪と軍制)郡 司層土豪は軍団の軍毅 ・兵衛 ・防人の国造丁 ・鎮兵の幹部などとし
て国家軍制に密着 していた。これは氏姓時代以来の伝統的な軍事性に由来す るが、近年の有力説
の如 く国造丁を氏姓国造軍の伝統を担 う防人の隊長 とす るのは誤りで、部領使率いる一国毎の防
人団に一員 しかいない国造丁は、律令国造の代務者としての従軍神祇者であつたとすべきである。






地方制度の基底の 「50戸為里」規定 は、改新政治 の大綱宣布をする改新詔に盛 られることこそ
最も相応 しい。持統庚寅年初編戸編里論などは、庚午年籍の存在等から推考できる編戸編里の逐
次整頓 の歴史の、一:重要時期を示す史料を誤認して唱え られたものである。
(2余戸の成立 と為里条集解)郷 里制が広 く全国.に及んだ例証 の一つに余戸があるが、これは
通説の養老令為里条義解の言う,60戸超過里から10戸以上分割の小里ではな く、大宝令下為里条
後段古記説によつて生 じ、山谷阻険地遠人稀の処一郡編里の最後に残余とな『つた24戸 以下 の
准里戸集団である。その存否により該郷成立時も知り得る。
(3余戸 の実態 と分布)事 実余戸の遺地は山谷阻険地遠人稀の処である。全国的に分布しなが
ら余戸 は坂東 ・東北地方などに多 く西海地方に存在しない。その随便量置の件は国司等地方官の
判断に任せ られたからであろう。
第三章 格式時代地方制度の諸問題
第一節 格式時代 の政治 と地方
(1格式時代論)本 来律令の追加補正の法であつた格は、奈良朝後期か ら律 ・令の一部を否定
するよ うに変化し、平安初期天長頃になると先行する律 ・令を問題にせぬ格が出現 し、格式時代
というべき時代相を呈す る。それは修正律令主義というだけのものではない。
(2延喜式内水駅)兵 部式諸国駅馬伝馬の規定の中で唯 出羽にだけある一連の馬船併備の駅は、











が任地か ら游離 して行 く事例に、地方官制を強化す る目的で置かれた按察使の遥任化か ら廃絶現
象がある。陸奥按察使だけは異例で中世までも残るが、それは奈良朝には陸奥現地の特性から生






















う見地に立つて、これ らの地位をめ ぐる主要な問題点をとり上げ、その一 々について独自の見解
を撰示 しつつ、全体として古代 における地方制度の変遷過程を一貫性をもつて説明 しようとした
ものである。
すなわち第一章 「氏姓時代地方制度の諸問題」では、主 として県主制と国造制の成立とその内


















一般に郡司層 の伝統 的な地位 と実力がいか に強固で安定 したものであつたか、また律令国家がい
かにこれを尊重 していたかを力説 している。
また最後の第三章 「格式時代地方制度 の諸問題」で は、まず平安時代に入つてまもな く律令制
度が崩壊 しはじめ、律令政治の原則を無視 した新 しい政治 の動向が顕著となることを、当時の格
式の内容か ら論 じ、ついで、郡司層がこの時期に入ると、あるいは国司と結托 し、あるいは国司










造制の関係、律令制度の下 における新 しい国造の性格、いわゆる神火事件の実 情その他、注目
に値する論考 の部分が少な くない反面、大化の評制の内容、譜第主義と才用主義の関係、国司 ・









以上の理由により、本 論文の提出者は、文学博士の学位を援与される に足 る.資格 を有す る
ものと認め られる。
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